
   

６
月
２３
～
２４
日
、
お
揃
い
の
９
条
Ｔ
シ
ャ

ツ
を
着
た
４１
名
が
参
加
し
て
、
第
１２
回
道
央

反
核
平
和
自
転
車
リ
レ
ー
が
行
な
わ
れ
、
職

場
か
ら
も
３
名
の
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

こ
れ
は
道
央
圏
の
民
医
連
職
員
有
志
が
つ

く
る
「
明
る
い
チ
ャ
リ
ダ
ー
の
会
」
が
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
の
コ
ー
ス
は
旭

川
一
条
通
病
院
を
ス
タ
ー
ト
に
、
ゴ
ー
ル
の

勤
医
協
中
央
病
院
ま
で
の
約
１
７
０
キ
ロ
。 

 

途
中
の
芦
別
で
は
「
ビ
キ
ニ
被
曝
」
の
学

習
と
「
署
名
の
も
つ
力
」
を
考
え
あ
っ
た
後
、

道
の
駅
で
「
核
廃
絶
」
の
署
名
活
動
も
。
宿

舎
で
は
「
福
島
原
発
事
故
」
な
ど
の
学
習
も

し
、
夜
遅
く
ま
で
平
和
に
つ
い
て
語
り
あ
い 

 

                     

   

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
体
力
的
に
は
き

つ
か
っ
た
が
走
っ
て
い
る
間
、
沿
道
か
ら
手

を
振
っ
て
の
応
援
も
あ
り
、
反
核
の
意
識
を

持
っ
た
方
々
が
い
る
こ
と
を
実
感
し
嬉
か
っ

た
」、「
沿
道
や
宿
泊
施
設
の
方
か
ら
も
原
発

に
は
反
対
し
て
い
る
、
が
ん
ば
っ
て
と
声
を

掛
け
ら
れ
、
ど
ん
ど
ん
ア
ピ
ー
ル
す
れ
ば
み

ん
な
に
伝
わ
る
事
が
感
じ
ら
れ
、
参
加
し
て

良
か
っ
た
」
等
の
感
想
も
あ
り
ま
し
た
。 

  

九
条
の
会
ポ
ス
タ
ー
も 

新
し
く
し
て 

―
農
本
九
条
を
語
る
会 

  

事
務
局
長
の
渡
辺
さ
ん
は
、
今
は
週
２
日
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
外
来
受
診
な
ど
、
通
院
に

忙
し
い
毎
日
で
す
。
以
前
は
地
域
の
方
々
に

戦
争
体
験
を
語
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
冊
子

に
ま
と
め
、「
の
ほ
ほ
ん
便
り
」
の
発
行
な
ど 

              

                 

を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
困
難
に
な 

っ
て
来
た
い
ま
、
渡
辺
さ
ん
は
「
何
が
で
き

る
か
」
を
考
え
、
玄
関
フ
ー
ド
に
貼
り
出
す

九
条
の
会
の
ポ
ス
タ
ー
を
真
新
し
く
し
、
益

川
敏
英
講
演
会
の
そ
れ
と
貼
り
出
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
み
な
さ
ん
が
乗
車
し
た
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
車
が
、
最
後
に
渡
辺
宅
に
寄
り
出
発

ま
で
の
間
、
み
ん
な
が
見
て
い
る
か
ら
で
す
。

時
々
は
変
わ
る
メ
ン
バ
ー
と
は
、「
先
ず
仲
良

く
な
る
こ
と
」
を
心
が
け
な
が
ら
も
、「
九
条

の
会
の
活
動
は
大
切
、 

今
出
来
る
こ
と
を
！
」 

と
工
夫
す
る
渡
辺
さ 

ん
ご
夫
妻
で
す
。 

      

                  

北
斗
高
校
前
宣
伝 

 
 

頑
張
っ
て
下
さ
い
と
カ
ン
パ
も 

  

7
月
10
日
、
5
人
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
学
園
祭
準
備
で
忙
し
い
中
、
声
を
掛
け

る
と
快
く
署
名
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
日
本

で
の
核
兵
器
廃
絶
の
運
動
が
国
連
で
高
く
評

価
さ
れ
、
国
連
ロ
ビ
ー
に
署
名
を
入
れ
る
ツ

イ
ン
タ
ワ
ー
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
話
す
と

「
す
ご
い
で
す
ね
ー
！
頑
張
っ
て
下
さ
い
」

と
１
０
０
円
カ
ン
パ
し
て
く
れ
ま
し
た
。
核

兵
器
廃
絶
37
筆
、
原
発
ノ
ー
35
筆
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

      

わたしと憲法・９条 No３８ 
高校前宣伝、17,8 年に！ 

新婦人札幌東支部・事務局長 津野穂子
す い こ

 

 私と新婦人の出会いは、地元の新婦人が「算数・国

語教室」をやっていて、当時小学１年の長男と見学に

行き通うことになり、会員になりました。その後、道

の母親大会に参加したのが、日曜活動の初め！で、３．

８国際婦人（当時）デーへの参加が夜の活動の初め！

でした。それまで家を空けたことのない家庭の主婦で

したが、夫が快く許してくれたことに感謝していま

す！班で集まるたびに誘われて勉強しに行き、社会に

対する自覚が深まり女性の権利にも目覚めて行きまし

た。 

 平和の問題では、1995 年前後から高校前で「核兵器

廃絶・憲法９条を守る」署名活動を行い 17,8 年になり

ます。「次の世代へ、平和のバトンを大切に」と取り組

んでいますが、生徒たちにとっては、最初に触れる平

和の署名との重みを感じ大切にして行きたいと思いま

す。「核兵器廃絶」の署名に取りくむ中 

で、最初の集めるだけから、「世界の世 

論を変える」ことの素晴らしさへの自 

覚が深まっています。今年広島で開か 

れる原水爆禁止世界大会成功をめざし 

て、東支部からも代表を送ります！ 

No78．2012.7.31 事務局長 川添政彦 tel･fax782-4846 

 

９
条
Ｔ
シ
ャ
ツ
着
て
反
核
平
和
自
転
車
リ
レ
ー
・
東
在
宅
セ
ン
タ
ー 

 

小選挙区制固定化、比例定数削減へ 

連動する「０増５減」案、 

民主に続き自民も提出へ 

この間、一票の格差是正など衆議院選挙

制度に関する各党協議会では、現行の小選

挙区制が大政党有利に民意をゆがめ、抜本

的な改革こそが必要であり、民主党の「比

例８０削減」押しつけは問題と、民主党以

外の各党の認識が一致していました。 

 ところが民主党政権は、消費税増税法案

成立などをめざして、民・自・公「３党談

合」を推進する最中に、小選挙区の０増５

減、比例定数の４０削減、一部に連用制の

導入、さらに次々回の総選挙までには合計

で８０削減することを内容とする法案を

単独提出しました。続いて自民党も１９

日、０増５減案を提出することを決めたこ

とは、「一票の格差是正」を名目に、小選

挙区制固定化の面でも事実上の「大連立」

に踏み込んだことを表しています。憲法が

指摘する「正当に選挙された国会」にする

ためにも、選挙制度の抜本的な改革を求め

る運動がますます重要になっています。 

 

 
開
成
高
校
前
宣
伝 

 

8
月
21
日
（
火
）

3
時

30
分
～ 

 

次
の
世
代
へ
平
和
の
バ
ト
ン
を
大
切
に 

多
く
の
方
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 


